
木村 恵

五十嵐 美知

幹事長 竹村 恵一会長 植村 真美

伊藤 新一幹事長 向井 義擴会長 若山 武信

北市 勲幹事長 御家瀬 遵会長 獅畑 輝明

第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
18
日
か
ら
26
日
ま
で

開
催
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
や

補
正
予
算
な
ど
議
案
11
件
、
意
見
書
案
６
件
を
原

案
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
お
い
て
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と

し
て
、
本
会
議
で
の
手
話
通
訳
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
傍
聴
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
主
に
市
長
の
所

信
表
明
演
説
と
教
育
長
の
教
育
行
政
執
行
方
針
演

説
を
中
心
に
、
２
名
の
手
話
奉
仕
員
の
ご
協
力
を

得
て
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
25
日
・
26
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
，
各

会
派
・
諸
派
を
代
表
し
、
５
名
の
議
員
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会
の
主
な
議
題
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また、赤平市議会のホームページでもご覧いただけます。

編

集

後

記

会 派 紹 介

新
政
ク
ラ
ブ

民
主
ク
ラ
ブ

夢
現
会

公
明
党

日
本
共
産
党

諸 派 紹 介

議長就任にあたりご挨拶申し上げます。

赤平市は大変厳しい財政危機を全市民の協力

により回避することができ、健全財政に戻るこ

とができました。しかし課題は山積しており、

その一つに人口減少問題があります。人口の減

少は地域経済や行政運営等に大きな影響があり、

早急に解決を要する課題であり市民、議会、行

政が一丸となり問題解決に取り組まなければな

りません。

私どもは多くの市民皆様の声に耳を傾け、さ

らなる議会改革を進め、開かれた議会、より信

頼される議会を目指し、議会報告と意見交換会

を継続して市民皆様の負託に応えてまいります。

今年の議員選挙で３名の新人議員が誕生しま

した。これからは新しい体制でスタートし、赤

平市の発展と住民福祉の向上を目指し、安心し

て暮らせるまちづくりに誠心誠意努力してまい

りますので、赤平市議会に対して市民皆様のあ

たたかいご理解とご支援、ご協力をお願い申し

上げます。

議長就任にあたって

北市 勲

（ゆめあるかい）

公
明
党

日
本
共
産
党

民
主
ク
ラ
ブ

（
パ
ソ
コ
ン
）

夢
現
会

新
政
ク
ラ
ブ

(議長室) （議会事務局）

会派室と傍聴席
の案内

（市役所３階）

議 長 ： 北市 勲
副 議 長 ： 五十嵐美知
監査委員 ： 若山 武信
農業委員 ： 植村 真美

議会運営委員会委員長：獅畑 輝明
副委員長：向井 義擴

行政常任委員会委員長：竹村 恵一
副委員長：伊藤 新一

議 会 人 事

全国市議会議長会表彰状伝達式
正副議長 4年以上 若山武信議員

新しい議場での取り組みとして、手話通訳を実施しました。
手話奉仕員の方々にご協力いただきました。 ありがとうございました。

手話奉仕員

高橋紀子さん

手話奉仕員

河村哲郎さん

暑い日が続いておりますが、小まめな水分補給や十分な睡眠と熱
中症対策はされていますか？ 今年は統一地方選挙があり、６月定
例会において、新しい市長と議員の顔ぶれになり、国と地方創生の
実現を目指し、当市においてもさらなるまちの可能性を見つけ動き
出す時でございます。市民のみなさまからも赤平がさらに元気にな
る提案をお寄せいただき、赤平をみんなで盛り上げていきましょう！
今後とも何卒よろしくお願いいたします。

かわら版編集委員会 植村・五十嵐・向井・木村・御家瀬

（議場）

（ＥＶ）

（階段）傍
聴
席

本会議はどな
たでもお気軽に傍
聴できますよ！



帯
に
月
一
度
の
連
休
の
考
え
と
働
き
方
の

改
善
も
必
要
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
る
か
伺
う
。

【
答
弁
】
毎
月
第
４
日
曜
日
を
「
家
族
の

日
」
と
定
め
、
自
分
の
家
庭
や
家
族
の
あ

り
方
、
近
所
の
人
と
の
お
付
き
合
い
の
あ

り
方
な
ど
考
え
る
機
会
を
増
や
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
る
が
、
月
一
度
の
連
休

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
月
一
度
の
家
族
の
日

の
協
力
を
私
自
身
が
企
業
者
と
意
見
交
換

を
行
い
、
全
市
的
な
取
り
組
み
の
必
要
性

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
。

②
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
と
継
続
的

な
ケ
ア
を
提
供
す
る
高
齢
者
向
け
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ(

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
は
、
高
齢

者
が
移
り
住
み
、
健
康
時
か
ら
介
護
・
医

療
が
必
要
と
な
る
ま
で
継
続
的
な
ケ
ア
と

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
ら
れ
る
生

活
共
同
体
の
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
住
宅
と
一
体
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
か
伺
う
。

【
答
弁
】
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
高
齢

者
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
世
帯
が

増
加
し
て
い
る

中
で
、
生
活
共

同
体
と
い
う
継

続
的
な
ケ
ア
を

提
供
す
る
高
齢

者
向
け
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
考
え

は
、
非
常
に
重

要
な
要
素
で
あ

り
検
討
し
て
い

き
た
い
。

木
村

恵

【
質
問
】
少
子
化
対
策
で
出
生
率
の
向
上

は
不
可
欠
だ
と
思
う
が
、
働
く
世
代
の
方
々

が
安
心
し
て
子
育
て
を
し
、
か
つ
住
み
続

け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
高
校
生
以
下
の
医

療
費
無
料
化
に
踏
み
切
っ
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
対
象
を
高
校
生
以
下
に
引
き
上
げ

た
場
合
の
負
担
費
用
は
い
く
ら
か
。

【
答
弁
】
平
成
24
年
度
か
ら
中
学
生
以
下

の
医
療
費
無
料
化
や
社
会
教
育
・
体
育
施

設
の
無
料
化
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
今

年
度
か
ら
保
育
料
の
50
％
軽
減
や
２
歳
未

満
児
に
対
す
る
紙
お
む
つ
用
ご
み
袋
の
無

料
配
布
な
ど
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
軽
減
を
中
心
に
新
た
な
取
組
み
を
進
め

て
い
る
。
医
療
費
無
料
化
を
高
校
生
以
下

ま
で
引
き
上
げ
た
場
合
約
４
０
０
万
円
の

公
費
負
担
が
見
込
ま
れ
、
財
政
収
支
見
通

し
も
踏
ま
え
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

【
質
問
】
医
療
介
護
総
合
法
案
に
よ
っ
て

要
支
援
１
・
２
の
方
が
入
所
介
護
待
機
者

か
ら
外
さ
れ
た
が
、
「
可
能
な
限
り
在
宅

で
生
活
が
で
き
る
よ
う
適
切
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
」
と
あ
る
が
具
対

策
は
。
ま
た
現
在
待
機
者
は
何
名
な
の
か
。

【
答
弁
】
介
護
度
３
未
満
の
要
介
護
者
に

つ
い
て
は
在
宅
支
援
体
制
の
充
実
と
、
有

料
老
人
ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

住
宅
の
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
現

在
の
エ
ル
ム
ハ
イ
ツ
、
愛
真
ホ
ー
ム
に
お

け
る
入
所
待
機
者
は
約
60
名
と
な
っ
て
い

る
。

若
山

武
信

【
質
問
】
地
方
総
合
戦
略
に
お
け
る
人
口

減
少
対
策
に
つ
い
て

①
地
場
産
業
の
活
性
化
と
人
材
育
成
の
重

要
性
に
つ
い
て

【
答
弁
】
人
材
を
育
て
る
こ
と
は
企
業
の

安
定
と
繁
栄
に
つ
な
が
り
、
産
業
の
振
興
、

雇
用
の
安
定
を
図
り
、
赤
平
市
の
未
来
を

開
く
こ
と
に
な
る
の
で
し
っ
か
り
と
企
業

を
支
え
て
い
く
。
ま
た
、
Ｉ
タ
ー
ン
や
U

タ
ー
ン
だ
け
で
な
く
、
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
都
市

圏
の
労
働
力
確
保
に
つ
い
て
は
企
業
と
共

に
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

②
「
産
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
」
と
保
育

料
の
全
面
無
料
化
に
つ
い
て

【
答
弁
】
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
早
期
設
置
を
目
指
す
と
と
も
に
、

赤
平
市
産
業
振
興
企
業
協
議
会
等
を
通
じ
、

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
の
協
力
を
依
頼
し
て
い
く
。
4
月
よ

り
幼
稚
園
の
入
園
料
を
無
料
化
、
保
育
所

の
保
育
料
を
50
％
減
額
し
て
い
る
、
「
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
の
早
期
実
現

を
図
り
、
保
育
料
無
料
化
に
向
け
検
討
し

て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
福
祉
施

策
に
つ
い
て

【
答
弁
】
施
設
の
増
設
は
介
護
保
険
料
に

影
響
す
る
こ
と
か
ら
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な

が
ら
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
地
域
の

自
助
・
互
助
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携

も
視
野
に
入
れ
た
「
介
護
予
防
・
生
活
支

援
協
議
体
」
を
設
置
し
、
平
成
29
年
４
月

よ
り
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
」
を
開
始
す
る
予
定
。
障
が
い
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
も
図
っ
て
い
く
。

獅
畑

輝
明

【
質
問
】
高
齢
化
率
43
・
4
％
の
当
市
に

は
、
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」

が
必
要
で
あ
り
、
建
設
促
進
の
支
援
策
を

伺
う
。

【
答
弁
】
独
居
並
び
に
高
齢
者
の
み
世
帯

が
増
加
し
て
い
る
当
市
に
お
い
て
、
必
要

と
さ
れ
る
住
宅
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
建
設
を
促
進
す
る
た
め
、

市
有
地
の
活
用
や
建
設
費
の
助
成
制
度
な

ど
を
創
設
し
て
い
く
。

【
質
問
】
手
話
に
関
す
る
基
本
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

【
答
弁
】
手
話
は
、
障
が
い
者
基
本
法
に

お
い
て
、
言
語
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

お
り
、
市
民
が
手
話
を
使
用
し
て
、
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
手
話
に
触
れ
る
機
会
を
通
じ
て
、

市
民
へ
の
理
解
を
深
め
、
手
話
を
学
べ
る

環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
、

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
取
り

組
ん
で
い
く
。

【
質
問
】
中
学
校
統
合
計
画
に
つ
い
て

統
合
中
学
校
校
舎
に
、
地
域
交
流
施
設
を

併
設
し
て
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
学
校
内
に
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
、

避
難
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
こ
と
は

地
域

に
開
か
れ
た
学
校
と
し
て
、
当
然
検
討
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、

で
き
る
限
り
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
情

報
提
供
し
な
が
ら
協
議
し
て
い
く
。

植
村

真
美

【
質
問
】
北
海
道
は
海
外
か
ら
の
観
光
客

の
受
け
入
れ
体
制
を
強
化
す
る
方
向
。
当

市
で
も
交
流
人
口
を
増
や
す
観
点
で
、
外

国
人
観
光
客
を
呼
び
込
む
手
段
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
？

【
答
弁
】
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
企
画
立
案

等
に
取
り
組
み
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
並
び
に

公
共
サ
イ
ン
を
含
め
た
多
言
語
表
記
や
文

字
の
代
わ
り
に
視
覚
的
な
図
で
直
感
的
に

伝
達
を
行
う
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

【
質
問
】
定
住
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み

で
、
お
た
め
し
暮
ら
し
を
実
施
し
て
い
る

が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
Ｐ
Ｒ
だ
け
で
は
、
期

待
が
薄
い
と
感
じ
る
が
。

【
答
弁
】
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
し
、

全
国
移
住
ナ
ビ
や
都
市
部
施
設
内
で
の
待

合
場
所
や
交
差
点
な
ど
、
多
く
人
が
賑
わ

う
場
所
で
活
用
す
る
よ
う
に
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

も
、
赤
平
の
四
季
の
写
真
や
子
育
て
支
援

施
策
な
ど
も
盛
り
込
ん
だ
移
住
定
住
支
援

サ
イ
ト
を
開
設
す
る
。

【
質
問
】
子
ど
も
の
減
少
と
教
育
環
境
の

充
実
を
考
え
た
場
合
、
小
中
一
貫
校
の
あ

り
方
も
考
え
ら
れ
る
と
思
う
が
？

【
答
弁
】
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て
は
教
育

政
策
全
般
の
根
本
的
な
見
直
し
が
必
要
。

ま
た
、
現
在
既
に
平
成
30
年
度
の
建
設
に

向
け
て
新
校
舎
に
係
る
基
本
設
計
予
算
を

提
案
し
て
い
る
こ
と
か
ら
極
め
て
困
難
。

今
後
、
小
中
の
連
携
に
つ
い
て
は
総
合
教

育
会
議
の
中
で
協
議
し
て
い
く
。

五
十
嵐

美
知

【
質
問
】
市
長
の
公
約
と
あ
か
び
ら
創
生

に
つ
い
て

①
市
長
は
社
会
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
応

援
し
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
表
明
さ
れ
て
い
る
が
、

「
家
族
の
日
」
制
定
に
併
せ
、
子
育
て
世

民主クラブ

新政クラブ

◎意見書６件 可 決
①農林水産業の輸出促進に向けた施策の拡充を求める意見書

②地方単独事業に係る国保の減額調整措置の見直しを求める意見書

③認知症への取り組みの充実強化に関する意見書

④道教委「新たな高校教育に関する指針」の見直しと地域や子どもの実態に応じた高校

づくりの実現を求める意見書

⑤環太平洋戦略的経済連携協定の交渉状況に関する情報開示を求める意見書

⑥安全保障法制の慎重審議を求める意見書

公 明 党

日本共産党

夢 現 会副

市

長

伊
藤

嘉
悦
氏

(

７
月
７
日
付)

監
査
委
員

早
坂

忠
一
氏

(

７
月
１
日
付)

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

訃
報
の
お
知
ら
せ

三
期
12
年
、市
長
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
ま

し
た
名
誉
市
民
高
尾
弘
明
氏
が
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。優
し
い
お
人
柄
に
接
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
と
思
う
と
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、心
か

ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
いた
し
ま
す
。


